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２０１２ 九州北部豪雨

２０１７ 九州北部豪雨 秋田大雨

２００９ 中国・九州北部豪雨

２０１１ 新潟福島豪雨

２０１３ （岩手・秋田）豪雨

２０１５ 関東東北豪雨

２０１８

２０１０

新燃岳噴火

２０１４ 広島土砂災害

２０１９

東日本大震災７

熊本地震７

北海道胆振東部７⼤阪府北部6弱

長野県北部地震6弱

淡路島地震 6弱

茨城県北部6弱鳥取県中部6弱

静岡県東部6強

御嶽山噴火

紀伊半島大水害

西日本豪雨 倉敷市 産経新聞

西日本豪雨 倉敷市 産経新聞

台風21号 毎日新聞北海道胆振地震 読売新聞大阪北部地震 朝日新聞

北海道胆振地震
ブラックアウト

２０１６ （北海道・岩手）豪雨

西日本豪雨 広島市 読売新聞

西日本豪雨大阪湾高潮
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1. 取り組みの背景・マイ・タイムラインとは

2. 取り組みの事例紹介

3. マイ・タイムラインリーダー制度

4. 今後の展望
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平成27年9月 関東・東北豪雨災害

常総市の約3/1の面積 約4000haが浸水，

多数の逃げ遅れ 約4,300名を救助。

「みんなでタイムラインプロジェクト」 を始動

マイ・タイムラインの検討ツールの開発

●マイタイムラインノート ●逃げキッド

全国初の取り組み

常総市三坂町地先で
堤防が決壊
（9月10日12:50）

「鬼怒川・小貝川 減災対策協議会」

自治会や自主防災組織によるワークショップ、
小中防災訓練や防災教育 H29 2千人 H30年 １万人 4

平成28年11月～



平成27年9⽉ 関東東北豪⾬（2018.9⽉９⽇〜11⽇）

✖

決壊
箇所

常総市役所

9/10 12時50分 頃 三坂町で堤防が決壊

9/11 2時 頃 市役所本庁舎が浸水

決壊から13時間後
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住⺠⼀⼈ひとりが⾃分⾃⾝に合った避難に必要な
情報・判断・⾏動を把握し

「⾃分の逃げ⽅」を⼿に⼊れるため
「マイ・タイムライン」を⾃ら検討するプロジェクト

個々の生活環境に応じたマイ・タイムラインを
作成していく試みは、全国初

みんなでタイムラインプロジェクト

6

個人の事前 避難行動計画

詳しくは参考資料

7 8



9

マイ・タイムライン 「逃げキッド」とは

〇自らの洪水リスクを知り、

〇逃げるタイミングや方法を考え、

〇避難のための情報を確認しながら、

〇安全な避難に役立つ 簡易ツール。
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２．取り組みの事例紹介 ①防災教育

常総市の小学校・中学校（1時間程度）

学校の先生が講師になり、小・中学生を
対象とした防災教育の一環としてマイ・
タイムラインを検討する形式

■小学生が作成したマイ・タイムライン

逃げキッド（小中学生向け教材）

小学生を対象とした
検討会の実施

登校班による防
災行動の検討

検討方式

実施場所・時間

資料

1111

２．取り組みの事例紹介 ②講演会

宇都宮市、筑西市

お天気キャスターによる講演を聞いて
マイ・タイムラインを検討する形式

逃げキッド（小中学生向け教材）

■住民が作成したマイ・タイムライン

お天気キャス
ターによる水害
リスク等の説明

講演方式に
よる検討

検討方式

実施場所・時間

資料

講義：30分
ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ作成：60分
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２．取り組みの事例紹介 ③講習会
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２．取り組み事例 ④⾃治会の訓練

国・県・市・住民参加

マイ・タイムラインを
活用した情報伝達訓練

高台の避難先エリアに避難した住民マイ・タイムラインを住民が発表中

災害対策本部の様子
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自宅等（30分程度）

Youtubeに５本の逃げキッドの
検討手順を示した動画を、各個
人が自宅等でマイ・タイムライ
ンを検討する形式

逃げキッド
（小中学生向け教材）

インターネットの映像を
見ながら、マイ・タイムラ
インが作成できます。

検討方式

実施場所・時間

資料

２．取り組みの事例紹介 ⑤事例通信教育⽅式
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●防災において地域コミュニティーの結びつきが重要なことが再認識できた。
（50代・男性）

●いつも祖母と離れているので、近所の方のお顔やお名前がわかってよかった。
前回の災害を踏まえ、親戚皆で話し合い、今後の事を話し合いたいと思った。

（20代・女性）

●近所の人の考えを聞くことで新たに役に立ちそうなことに気がつけた。
（50代・男性）

●自治会規模で避難を考えねばいけないと痛感しています。動けない人をどうす
るか、もっと具体的に話せればと思います。 （50代・女性）

●２年前に水害の用意をしておきばよかった （小学生）

●わかったことは、私の住んでいる場所は川に挟まれていて、低いところに家が
あるので雨が降ってきたらすぐに逃げられるようにすることが大切だとおもいまし
た。 （小学生）

これまで参加された住⺠や児童の⽅のご意⾒
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事
前

洪
水

自治体 住民

自治会

自宅 避難 避難所

●安全なルートは？
●避難手段は？
●夜間は？
●豪雨時は？

●浸水するのか？
●床上床下か？
●３ｍ以上浸水？
●堤防の近くか？

●快適か？
●福祉対応？
●持参品は？
●ペットは？

避難情報

●どう伝えるか？
●伝わっているか？

●情報の入手は？
●いつ避難する？

〇わかりやすさ 〇訓練等利活用 〇見直し 〇災害要援護者

リスク情報

ご近所 リーダー

リーダーご近所
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専門家 洪水ハザードマップ 水防団
行政職員

防災士

３．マイ・タイムラインリーダー認定制度
◆目的： 地域に防災・減災活動を根付かせるため

◆概要： 防災・減災の知識や経験を持ち、地域に貢献できる人を
育成、リーダーとして認定 H3１年3月 認定式予定

減災対策協議会主催の
マイ・タイムラインリーダー認定講座に参加

ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝの作成により
自らの水害リスクを知る

講座
参加

様々な方を対象

リーダー
認定

市民団体

自治会
自主防
災組織

大学生

認定者は積極的に支援を実施
■小中学校
■自治会等
■要配慮者支援施設 等

※減災対策協議会構成自治体に
在住もしくは事務局が相応しいと認めた方

※満18歳以上の方

マイ・タイムラインリーダーには、「Ｃ級」・「Ｂ級」・「Ａ級」・
「マイスター」の４つのクラスを設定 18

現時点2/15
185名が
登録申請済

関東・東北豪⾬ 西日本豪雨

４．今後の展望

逃げ遅れ約4300人
倉敷市真備町
逃げ遅れ 約2850人
51人溺死 9割が高齢者
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平成30年12月 中央防災会議 防災対策実行会議
平成30年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ 報告

おわりに
本ワーキンググループでは、平成30年7月豪雨による河川の氾濫、土砂災害、ため池の決壊等の様々な形態に

よって甚大な被害が発生したことを受け、各分野の専門的な知見を有する学識経験者等により、被災地の現地調
査やヒアリングを行い、関係省庁における検討とも連携し避難対策の強化について議論した。

今回の豪雨災害は、行政主導の避難対策の限界を明らかなものとし、国民一人ひとりが主体的に行動しなければ
命を守ることは難しいということを我々に突き付けた。行政には、引き続き、避難対策の強化に向け全力で取り組
むことを求めるが、加えて、国民の皆様に、下記のことを強く求める。
＜国民の皆さんへ ～大事な命が失われる前に～ ＞
・自然災害は、決して他人ごとではありません。「あなた」や「あなたの家族」の命に関わる問題です。
・気象現象は今後更に激甚化し、いつ、どこで災害が発生してもおかしくありません。

・行政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を出すことは不可能です。自然の脅威が間近に迫っているとき、行政
が一人ひとりを助けに行くことはできません。
・行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委ねないでください。
・避難するかしないか、最後は「あなた」の判断です。皆さんの命は皆さん自身で守ってください。

・まだ大丈夫だろうと思って亡くなった方がいたかもしれません。河川の氾濫や土砂災害が発生してからではもう
手遅れです。「今、逃げなければ、自分や大事な人の命が失われる」との意識を忘れないでください。
・命を失わないために、災害に関心を持ってください。
・あなたの家は洪水や土砂災害等の危険性は全くないですか
・危険が迫ってきたとき、どのような情報を利用し、どこへ、どうやって逃げますか

・「あなた」一人ではありません。避難の呼びかけ、一人では避難が難しい方の援助など、地域の皆さんで助け合
いましょう。行政も、全力で、皆さんや地域をサポートします。
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国

自治
体

水害の見える化

備える
自治
会

洪水
内水
土砂
高潮
津波

水害

安全・安心

危険

我がごと化

一人一人の

自
分
マイ・

タイムライン

リスク

所在地
リスク

高い低い 21

防災基本計画

地域防災計画

地区防災計画

ＢＣＰ

平成31年2⽉17⽇広域自主避難

首都水没
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18

２２１人

平
成
三
十
年
7
月
西
日
本
豪
雨
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マイ・タイムラインの先にあるもの

●危険な場所には住まわない。
安全な場所に住まうことも考える。

●逃げるのみだけではなく
逃げなくて良い方法も見つける。

●全ての人が防災力を身に着ける
だから、リスクを知る。

●少子高齢化による人口減少から
地域の防災力を低下させない。
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社会資本整備審議会河川分科会
大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策検討小委員会

～複合的な災害にも多層的に備える緊急対策～平成30 年12 月
５．おわりに
平成30 年７月豪雨では、記録的な長期間の豪雨によって、甚大な人的被害と社会経済被害が

発生した。平成27 年９月関東･東北豪雨を受けて、「施設の能力には限界があり、施設では防ぎき

れない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を改革し、社会全体で水災害に備える、「水防災意識
社会」を再構築するための取組を進めてきたが、ハード対策とソフト対策には限界があることを認識
し、それぞれを独立させることなく、良さを活かしながら有機的なつながりもって一体的に対策を進
めることにより、相乗的な防災・減災効果の発現を目指していく必要がある。
（中略）
平成30 年７月豪雨では、河川の氾濫や、内水氾濫、土石流等に加えて、それぞれの被災形態が

複合的に絡み合って発生する災害も発生しており、これまでの個別の対策に加えて、各事業の連
携による対策を実施する必要がある。

さらに、ハザードマップや避難情報等が提供されても、逃げ遅れた住民も多くいることが明らかと
なったが、行政のみならず、地区毎に住民一人一人の行動計画等を策定し、災害時に地域の声か
けの仕組み等も組み込むことが必要である。情報提供にあたっても、内容の統一化や整理を進め
るとともに、マスメディアや情報通信企業等の連携により、情報の内容を重層的に伝えていくことが
必要である。
（中略）

災害時に、社会を構成するあらゆる主体が災害を我がこととして捉えて対応することが基本であり、
住民は自らの命は自ら守る意識を持って避難行動をとる必要がある。

行政は、各主体を支援するための取組を強化し、各主体は、支援されていることも認識して、自らの
判断で行動する社会にしていくことが重要である。 26

〇家族を守りたい。
〇財産も守りたい。

〇地域も守りたい。
そのための一人ひとりの行動
が求められています。

27

あなたも地域の一員です。
今、何が見えてきましたか？

28



平成27年常総市鬼怒川水害対応に関する検証報告書
―わがこととして災害に備えるために―

Ⅳ．検証に基づく提言
４．社会全体へのメッセージ
（中略）

そこで最後に，今回の検証作業を通じて本検証委員会が思索したメッセージを社会全体に向けて表明し，本報告
書の結びに代える。
（中略）

〇平成 27 年常総市鬼怒川災害は，地域社会が災害に対して日頃から備えることの重要性に改め
て警鐘を鳴らしています。日本中の多くの河川流域地域は，平成27 年に鬼怒川で起こったことと同
様の水害を被るリスクを抱えています。つまり，私たちは，平成27 年常総市鬼怒川災害を，日本中

の河川流域地域の自治体・住民・企業や関係機関の皆さんに，「ひとごと」ではなく「わがこと」として
受け止めていただきたいと考えています。
（中略）

〇そこで，日本全国の市町村及び都道府県は，上記の各提言を「わがこと」として捉え，自地域にお
いても同様に必要な見直し，対応を図ることで，同様の自然災害がもたらす被害をできる限り抑える
努力を行って欲しいと願っています。
（中略）

〇最後に，住民の皆さんは，ハザードマップなどをご家庭に常備し，自分の住む地域が抱えている自
然災害発生の危険度を咀嚼し，周辺地域も含めた気象情報，河川水位情報などが自分の住む地域
に対して持っている意味を「わがこと」として十分理解し，自ら自律的に避難開始・完了する地域防災
力を身につけていただくよう願っています。以 上
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【参考資料】

逃げキッドの内容
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表 裏封筒
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①
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② ③
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逃げキッド 作成例1/2 ④-1

次ページに続く 34

逃げキッド 作成例2/2 ④-2
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⑤
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⑥⑤
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